
◇
日
野
町
文
化
財

　
　
保
存
活
用
地
域
計
画
と
は

　

日
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
は
、「
日

野
を
日
野
た
ら
し
め
て
い
る
歴
史
文
化
」
を
次
世

代
へ
継
承
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
し
て
い
く
た

め
の
計
画
で
す
。
令
和
７
年
度
か
ら
10
年
間
で
実

施
す
る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
法
定
計
画
で
、
令
和

４
年
度
か
ら
策
定
を
進
め
、
令
和
６
年
12
月
20
日

に
文
化
庁
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

◇
計
画
に
お
け
る「
文
化
財
」と
は

　
文
化
財
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
先
人

に
よ
っ
て
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴

重
な
財
産
の
こ
と
で
す
。
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

き
、
国
・
県
・
町
が
指
定
等
す
る
こ
と
で
保
護
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
で
は
、
国
・
県
・
町
の
指
定
等
文
化
財

の
ほ
か
、
指
定
等
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
を
未
指

定
文
化
財
、
人
々
の
暮
ら
し
と
深
く
関
わ
り
地
域

の
特
色
や
魅
力
を
表
す
も
の
を
地
域
遺
産
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
「
文
化
財
」（
日
野

の“

た
か
ら”

）
と
定
義
し
、
保
存
・
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

◇
計
画
の
推
進
体
制

　
本
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
、
地
域
、
専

門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
と
り
わ
け
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
取
り
組

み
の
主
人
公
と
な
る
の
は
「
地
域
」
で
す
。
町
民
や

出
身
者
、
来
訪
者
な
ど
、
日
野
町
に
関
わ
る
多
様
な

主
体
が
連
携
・
協
働
し
、
地
域
総
が
か
り
で
文
化
財

の
保
存
・
活
用
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

綿向山遠景

日野商人の商用帳簿

蒲生貞秀像

嶽祭（大嵩神社）

市橋長政像

木造阿弥陀如来坐像
（光明院）

日
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
!!
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基本目標 方向性
保存・活用の措置
～取組例～

文
化
財
を

　「と
も
に
守
り
伝
え
る
」

文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
　「と
も
に
活
か
す
」

 

文
化
財
と
ま
ち
を
支
え
る

　
　
　人
を
「
と
も
に
育
む
」

知る
文化財の調査
・研究の推進

守る
文化財の保存
・管理・継承

備える
文化財の防災
・防犯の推進

伝える
文化財の価値や魅力
の発信と共有

活かす
文化財を活かした
にぎわい創出

育む
文化財を支える
人材育成

整える
多様な主体が関わる
推進体制の構築

1-1 日野祭総合調査事業
日野祭に関する総合調査を実施し、記録
を作成するとともに価値を明らかにし
ます。

■取組主体：行政、地域、専門家　 ■計画期間：令和7~12年度

6-1 ふるさと日野学習推進事業
子どもたちが歴史文化について学ぶ「ふ
るさと日野学習」を、学校・地域・行政・公
民館が協力して推進し、地域への愛着を
醸成するとともに、将来を担う人材を育
成します。
■取組主体：行政、地域、専門家　 ■計画期間：令和7~16年度

2-1 文化財の指定等推進事業
評価が定まった未指定文化財の指定等を推進し、文化財を適切に
保存・活用します。
■取組主体：行政、地域、専門家　  ■計画期間：令和7~16年度

４-1 日野の“たから”デジタル情報発信事業
文化財のデジタルアーカイブを構築し、その価値と魅力を発信し
て地域学習や観光・まちづくり等に活用します。
■取組主体：行政、地域、専門家　  ■計画期間：令和7~16年度

6-7 日野の“たから”サポーター育成事業
文化財の調査、解説、事業等の企画・運営を担うことができる人材
を育成するため、「日野の“たから”サポーター」制度を構築し、養
成講座を開催します。
■取組主体：行政、地域、専門家　 ■計画期間：令和7~16年度

５-5 おまつり体験事業
まつりの体験事業を、日野曳山保存会をはじめとする文化財所有
者や、関係団体・日野観光協会等と連携して実施し、関係人口の拡
大を図るとともに、新たな担い手を確保します。
■取組主体：行政、地域　　　　　■計画期間：令和7~16年度

◇
将
来
像
お
よ
び

　
基
本
目
標
・
措
置

　

将
来
像
を
「
日
野
を
日
野
た

ら
し
め
て
い
る
歴
史
文
化
を
と

も
に 

守
り
伝
え
、
活
か
し
、
未

来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち“

ふ
る
さ
と

日
野”

」
と
定
め
、
文
化
財
の

保
存
・
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く

こ
と
で
、
当
町
に
関
わ
り
を
も

つ
人
す
べ
て
に
と
っ
て
の
居
場

所
＝“

ふ
る
さ
と
日
野”

を
未

来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

将
来
像
の
実
現
の
た
め
、
文

化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る

現
状
と
課
題
を
ふ
ま
え
て
、
３

つ
の
基
本
目
標
と
７
つ
の
方
向

性
を
設
定
し
、
10
年
間
の
計
画

の
中
で
取
り
組
む
こ
と
を
74
の

措
置
と
し
て
整
理
し
ま
し
た
。

文
化
財
の
保
存
・
継
承
を
は
じ

め
、
価
値
・
魅
力
の
発
信
や
、

関
係
人
口
の
創
出
、
担
い
手
の

育
成
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆問い合わせ先　教育委員会事務局　生涯学習課　歴史文化財担当
（近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」）　☎ 0748-52-0008

日野を日野たらしめている歴史文化を
ともに守り伝え、活かし、未来へつなぐまち“ふるさと日野”

将来像
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